
市
長
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
は
相

い
れ
な
い
と
開
発
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
が
、

前
回
選
挙
で
一
転
し
て
推
進
す
る
立
場
に
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外
旭
川
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
議
会
で
、
卸

売
市
場
再
整
備
は
、
外
旭
川
ま
ち
づ
く
り
と
は

目
的
が
違
う
と
し
て
、
「
主
体
的
に
進
め
る
よ

う
」
決
議
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
、
物
価
高
騰
な
ど
市
民
は

苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
市

が
、
優
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

二
転
三
転
す
る
当
該
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
長
は
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

卸
売
市
場
の
再
整
備
を
単
独
で
進
め
、
外
旭

川
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
断
念
す
べ
き
で
な
い
か
。

Ａ

卸
売
市
場
は
、
安
全
・
安
心
な
生
鮮
食
品

等
を
供
給
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、
再
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
や

方
向
性
は
、
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

引
き
続
き
モ
デ
ル
地
区
の
整
備
に
全
力
で
取
り

組
む
。

物
価
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、
電
気
料
金
も
上
が

る
こ
と
か
ら
市
民
生
活
に
さ
ら
な
る
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

市
民
は
日
々
の
暮
ら
し
に
追
い
か
け
ら
れ
る
状

況
で
す
。

今
議
会
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
給

付
金
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
市
民
全
体
へ
の
支

援
策
が
必
要
で
す
。
市
独
自
で
で
き
る
国
保
税

減
税
や
学
校
給
食
費
、
ご
み
手
数
料
、
水
道
料

金
な
ど
の
軽
減
策
を
実
施
し
て
、
市
民
生
活
を

応
援
す
べ
き
で
す
。

Ｑ

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
今
、
市
民
生
活

を
応
援
す
る
施
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ

市
独
自
に
灯
油
等
の
購
入
費
助
成
や
学
校

給
食
費
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
経
済
支
援
を
進

め
て
き
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
実
情
を
踏
ま

え
適
時
適
切
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

第
９
期
の
高
額
所
得
層
の
保
険
料
は
、
国

が
提
案
し
た
率
よ
り
も
低
く
設
定
し
た
結
果
、

中
間
層
の
保
険
料
が
上
が
り
ま
し
た
。
国
の
基

準
通
り
に
行
い
、
中
間
層
の
負
担
を
軽
減
す
べ

き
で
な
い
か
。

Ａ

高
額
所
得
層
は
、
全
体
の
１
％
程
度
で
、

全
体
の
保
険
料
額
に
は
影
響
が
な
い
た
め
、
公

平
性
の
観
点
か
ら
保
険
料
を
設
定
し
た
。

Ｑ

令
和
４
年
度
末
の
基
金
残
高
は
５
１
億
円

あ
り
、
基
金
を
処
分
し
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
す
べ
き
で
な
い
か

Ａ

長
期
的
・
計
画
的
に
基
金
の
取
り
崩
す
こ

と
を
見
込
ん
で
保
険
料
を
算
定
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

昨
年
7
月
の
豪
雨
か
ら
一
年
。
未
だ
再
建
が

進
ん
で
い
な
い
被
災
者
も
い
ま
す
。
諸
課
題
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

Ｑ

災
害
の
教
訓
を
ど
う
生
か
す
か
。

Ａ

地
域
防
災
計
画
や
、
各
種
災
害
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
に
反
映
し
、
総
合
的
な
防
災
対
策
を
推

進
す
る
。

Ｑ

再
建
へ
の
支
援
の
進
捗
状
況
と
完
了
は
い

つ
と
考
え
る
か
。

Ａ

中
小
企
業
者
等
に
再
建
支
援
補
助
金
や
、

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
の
支
援
を
実
施
。

引
き
続
き
各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
等
を

通
じ
て
支
援
を
続
け
る
。

Ｑ

市
営
住
宅
に
避
難
し
た
高
齢
者
世
帯
の
入

居
要
件
を
緩
和
し
、
引
き
続
き
入
居
可
能
に
す

べ
き
。

Ａ

現
行
の
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ

浸
水
し
た
空
家
の
解
体
は
、
所
有
者
の
意

思
確
認
後
、
市
の
責
任
で
行
う
べ
き
。

Ａ

浸
水
し
た
空
き
家
の
解
体
は
、
所
有
者
の

責
任
で
行
う
べ
き
も
の
。
解
体
等
の
意
向
が
あ

る
場
合
は
、
老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
に
係
る

支
援
に
努
め
る
。
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６
月
の
議
会
で
市
長
は
、
終
始
「
外
旭

川
が
基
本
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
議

会
閉
会
後
の
７
月
１
日
、
突
如
「
八
橋
が
有

力
」
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
卸
売
市
場
の
余
剰
地
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
「
市
場
、
ス
タ
ジ
ア
ム
、
民

間
施
設
の
三
位
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
ど

う
な
る
の
か
、
全
く
見
通
せ
ま
せ
ん
。

党
市
議
団
は
、
こ
れ
ま
で
も
大
型
開
発
よ

り
も
「
市
民
生
活
を
優
先
し
た
税
金
の
使
い

方
を
す
べ
き
」
と
外
旭
川
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
疑
問
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
も
道
半
ば

で
す
。
老
朽
化
し
た
卸
売
市
場
の
再
整
備
は

待
っ
た
な
し
で
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
は
切

り
離
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

市
議
団
は
、
今
後
も
市
民
の
く
ら
し
優
先
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
優
先
と
の
主
張
を

変
え
ず
に
議
会
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

6月定例市議会は、6月６日から７月１日の会期で開かれ、さとう純子議員が一般質問

を行いました。所属する教育産業委員会でなら順子議員が、厚生委員会ではさとう純子

議員が議案、請願・陳情を審査しました。

新
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

再
整
備
で
は
、
余
剰
地
活
用
に
よ
る
２

５
０
０
万
円
の
収
入
に
よ
っ
て
、
「
市
の

財
政
負
担
や
市
場
内
事
業
者
の
使
用
料
軽

減
を
図
る
」
と
し
て
き
ま
し
た
。

５
月

28
日
、
市
か
ら
「
余
剰
地
は
新

ス
タ
ジ
ア
ム
を
想
定
す
る
」
と
教
育
産
業

委
員
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
３

日
、
突
然
市
長
は
「
八
橋
も
一
つ
の
選
択

肢
」
と
記
者
会
見
で
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
た
め

6
月

21
日
の
委
員
会
で
は
、

余
剰
地
活
用
に
つ
い
て
は
か
み
合
わ
な
い

議
論
と
な
り
紛
糾
し
ま
し
た
。

な
ら
議
員
は
「
再
整
備
は
、
粛
々
と
進

め
る
べ
き
。
基
本
計
画
の
余
剰
地
活
用
に

は
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
は
載
せ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

教育産業委員会

なら順子議員

―

さ
と
う
純
子
議
員
が
一
般
質
問

―

再整備計画が進められている

卸売市場

くらしのご相談は

日本共産党市議団へ

卸
売
市
場
再
整
備

見
通
せ
な
い
余
剰
地
活
用

市
の
介
護
保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
条
例
の

基
金
の
処
分
で
は
、
（
１
）
保
険
給
付
に
要
す
る
費

用
が
不
足
す
る
場
合
、
（
２
）
災
害
等
に
よ
り
生
じ

た
減
収
を
埋
め
る
た
め
の
財
源
の
場
合
、
ま
た
市

長
が
認
め
た
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さとう純子議員 なら順子議員

外
旭
川
ま
ち
づ
く
り
よ
り
も

市
民
生
活
を
最
優
先
で



■

重
要
土
地
利
用
規
制
法
の
影
響
に
つ
い
て

■

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

■

国
民
健
康
保
険

■

地
域
の
課
題
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医
療
機
関
で
の
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

は
わ
ず
か
５
％
未
満
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続

出
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で

市
と
し
て
の
対
応
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
応
は
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
発
行
す
る
資
格

確
認
書
に
つ
い
て
、
広
く
周
知
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ

問
い
合
わ
せ
等
に
向
け
、
体
制
充
実

を
図
る
。
周
知
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
す
る
。

Ｑ

誤
り
は
市
の
責
任
と
認
め
て
い
る
。
、

県
の
指
導
で
は
、
食
費
や
生
活
費
も
自
立
更

生
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
返
還
請
求
を

や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

個
別
の
事
情
を
十
分
に
把
握
し
、
自

立
更
生
費
用
の
認
定
を
検
討
し
て
お
り
、
全

て
を
一
律
に
自
立
更
生
費
用
と
認
め
ら

れ

な
い
。

Ｑ

精
神
疾
患
を
抱
え
る
方
に
、
不
安
や

苦
痛
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

Ａ

不
安
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
病
状
に
配
慮
し
な
が
ら
個
別

事
情
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
に
時
間
を
要

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
寄
り
添
っ
た
対
応

を
す
る
こ
と
で
不
安
等
の
軽
減
に
努
め
る
。

主な請願・陳情に
対する各派の態
度

○=賛成 ×=反対

欠＝欠席 表決数 ３５

※議長は採決に加わらず

結

果

共産党
（２）

秋 水 会
（８ ）

自 民 党
（ ７ ）

フロンティア秋田
（８）

そうせい
（４）

公明党
（４）

市民ク
（２）
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治
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田
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良

船

木
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夫
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松

尚

利
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井

翼

小

松

健

武

田

正

子

石

塚

秀

博

牧

野

守

佐

藤

住

人

花

田

清

美

安

井

誠

悦

健康保険証廃止の中止

等等を求めることに関す

る意見書の提出について

○=１０
×=２５
不採択

○○×××××××××××××××○○○○×○○○×××○××××××

秋田市が障害者加算を
誤って過大に支給した生
活保護費の返還を求めな
いことについて

○ =９

×=２６

不採択
○○×××××××××××××××○○○○×○○××○××××××××

秋田市卸売市場整備

事業の地元企業への

発注について

1項・2項・3項

1項・３項
○ =３５
採択

２項
○=３４
×=１
採 択
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○
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○
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○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

家庭ごみ処理手数料
の見直しについて

○ =９

×=２６

不採択
○○××××××××××××××××○○×○○○×○○××××××××

７
月
２
日
、
さ
と
う
純
子
、
な
ら
順
子
両

議
員
は
、
雄
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
、
職
員
と
懇
談
し
ま
し
た
。

「
冬
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
寒
く
、
夏
は
30

度
を
超
え
、
体
調
を
心
配
し
て
働
い
て
い
る
」

と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
10
年
程
前
か

ら
冷
暖
房
が
効
か
な
い
調
理
場
で
働
い
て
い

る
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
調
理
場
の
照
明
一
灯
が
つ
か
ず
、

雨
漏
り
や
結
露
に
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
言

い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
河
辺
・
雄
和
地
域

の
小
中
７
校
に
６
６
０
食
ほ
ど
を
配
食
す
る

た
め
８
人
の
給
食
職
員
が
調
理
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

現
場
か
ら
改
善
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
予
算
が
な
い
」
と
、
改
善
の
め
ど
が
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。

党
市
議
団
は
、
こ
れ
ま
で
も
職
員
の
待
遇

や
労
働
環
境
改
善
の
た
め

、
秋
田
市
や
教

育
委
員
会
に
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

冷
暖
房
が
効
か
な
い
！

過
酷
な
調
理
現
場
を
調
査

Ｑ

全
国
で
は
、
一
部
無
償
化
を
含
め
４

割
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
、
２
市
６
町
３
村
で
実
施
さ
れ
、
市

と
し
て
も
行
う
べ
き
。

Ａ

年
間
１
３
億
円
と
多
額
で
、
現
時
点

で
は
難
し
い
。
国
で
一
律
に
実
施
す
べ
き

で
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い

る
。

【
関
連
記
事
】

市
議
団
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
心
も
体

に
も
豊
か
な
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
で
『
学
校
給
食
の

無
料
化
』
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

６
月
16
日
、
「
学
校
給
食
無
償
化
と
安

全
な
食
材
を
め
ざ
す
秋
田
市
民
の
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

署
名
運
動
も
開
始
さ
れ
、
街
頭
で
の
シ
ー

ル
投
票
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）

党
市
議
団
も
子
育
て
支
援
の
た
め
、
こ

の
運
動
に
賛
同
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

■ マイナ保険証を持っている人

R7年12月1日まで紙の保険証と併用できるが、

その後はマイナ保険証のみとなる。

■ マイナ保険証を持っていない人

9月にR7年12月1日までの保険証を交付。R7年12

月に翌8年7月末までの資格確認書が 交付され、

以降、毎年7月末までの確認書が交付される。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
ど
う
な
る
？
広
く
周
知
を

生
活
保
護
世
帯
の
障
害
者
加
算
の
認
定
誤
り

学
校
給
食
の
無
償
化
を

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

街頭で実施されたシール投票と署名

雄和学校給食センター調理場

６
月
議
会
一
般
質
問

市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
資
料
】

秋
田
市
の
調
査
で
は
、

■

認
定
の
誤
り
人
数

１
２
０
人

■

金
額

約
８
１
０
０
万
円

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す


